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一般社団法人日本損害保険協会関東支部 栃木損保会（会長：竹川 和宏・損害保険ジャパン株式会社 栃

木支店長）は、10月7日の「盗難防止の日」に合わせ、ラジオを活用した自動車盗難防止に係る啓発活動を

実施しました。 

栃木県では、2025年の自動車盗難認知件数が91件で全国ワースト8位、人口10万人当たりの認知件数で

は全国ワースト3位となっています。こうした状況を踏まえ、栃木損保会では10月7日（水）夕刻、エフエ

ム栃木のラジオ番組に竹川損保会長が生出演し、盗難の手口や狙われやすい車種などを解説しました。その

上で、「盗難を防ぐためには、施錠に加え、駐車場の防犯対策、ハンドルロックなどの物理的対策、GPS装置

の活用など、複数の盗難防止対策を組み合わせることが重要」と説明しました。さらに、県内では太陽光発

電施設のケーブルをはじめとする金属盗難も多発していることにも触れ、自動車と同様に複数の盗難防止対

策を講じるよう呼びかけました。 

また、盗難防止の日を含む10月2日から9日まで、同局で60秒間のアナウンサーによる読み上げＣＭを

放送しました。ＣＭでは、被害車両の多くが施錠されていたにもかかわらず盗難に遭っている実態を伝え、

防犯対策を改めて見直すようリスナーに呼びかけました。 

当支部は、今後も自動車盗難防止対策の周知を図り、自動車盗難件数の減少に向けた活動を推進してまい

ります。 

  

  
生放送の様子 竹川損保会長（右）とパーソナリティ山口あやさん（左） 

 

 

 

 

 

「盗難防止の日」に自動車盗難防止対策をラジオで呼びかけ 

～栃木損保会長がＦＭラジオに生出演～ 


